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概要 

 現学習指導要領において，中学校の国語科で目指すのは「国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力」の育成

であり，これはテクスト（情報）の理解から文章や発話による表現へと循環する他者との言語活動で求められる資質・能力

の育成，という観点であると捉えることができる。また国語の学習は，この資質・能力の育成のために必要な知識及び技

能や思考力，判断力，表現力等を明確化するとともに，これらが学びに向かう力，人間性等を育むことで自己内対話や

他者との対話における言語能力を高めるという構造である。本校国語科における新しい研究においては，自らの知識・

技能が前提となった思考・判断・表現を元手に，多様な他者と関わる生徒を育成することを目的としている。差し当たり１

年次の研究では，生徒一人一人の「個」に注目し，生徒が自分なりの目的意識に導かれ，すすんで読み書き等を行う授

業の構築を目指していきたいと考える。 

 

キーワード ： プロジェクト型の学習，セルフ・マネジメント，ミーティング，カンファレンス，学習の個性化 

 

１．はじめに～研究の目的 

 令和３年４月更新の中央教育審議会答申「『令和の日

本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの

可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学び

の実現～」（以下，「答申」）では，個別最適な学びと協

働的な学びを一体的に充実させ，「主体的・対話的で

深い学び」の実現に向けた授業改善が求められている。 

 また，田村学（2022）は，個別最適な学びと協働的な

学びについて「本来期待していた学びは変わるもので

はなく，異なる文脈からの説明であると考えることができ

よう（中略）『個別最適な学びと協働的な学び』は，一人

一人の個に応じた学び，いわゆるアダプティブ・ラーニ

ングの文脈から示された期待する学びの姿である」*1 と

述べている。これはすなわち，生徒が自ら学びに向かう

ことを大切にするとともに，一人一人の生徒に応じた学

びの充実に，今まで以上に配慮しなければならないと

いうことであり，それをこれからの研究で深めていく必要

があると考えられる。 

 

２．生徒の実態 

 本校国語科の前次研究では，プロジェクト型の学習プ

ロセス*2 を構築し，そのプロセス内で「問い」を精選する

ことで，単元の学びにおいて必要な力を確実に身に付

けさせる工夫を行った。その結果，単位時間どうしのつ

ながりがより一層スムーズになり，同時に生徒の学びに

もつながりがもたらされ，単元における「知識・技能」や

「思考・判断・表現」の確実な高まりを促すことができた。 

 また，各フェーズに対話場面を設けることで，他者との

差異の中で自らの表現等を見つめ直し，改善（再構築）

へとつなげることができた。このことは，他者との対話が，

新たな智慧や価値を生んだということに他ならない。 

 このような成果を実感した前次研究であったが，最終

年次の１年を終えて生徒（第１学年）にとったアンケート

調査の中で，興味深い記述が散見された。以下である。 

 

 

 

 

※問いは「現時点で自分に足りない国語の力はどのようなものか」 

※自由記述による回答 

 これらは，生徒の反省点であるのと同時に，生徒と教

師で共有すべき今後の展望とみてもよいと思われる。さ

らに，関連して以下のような記述も見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※問いは「自分に足りない力を補うために必要な国語の授業は」 

・自分の意見を，他の人にわかりやすい言葉を選んで話す力 

・色々なことに興味を持って取り組んだり、楽しんで国語を学ぶこと 

・計画を立ててそれを実行できるような能力 

・物語の疑問の答えなどを見つける授業 

・一人では絶対にできないから、仲間と話し合ってお互い

の意見を聞きながら進められる授業 

・自分で課題を決めて、授業を受ける 

・他の人と協力して登場人物の相関図を書いたり、どのよう

な心情があるのか考えたりする授業 

・自由な時間を取り、その時間内で授業を作る 

・先生と生徒でしっかりとコミュニケーションを取るようにして話していく 
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 この中で，本校国語科が真っ先に注目したのは，「計

画を立ててそれを実行できる能力」や「自分で課題を決

めて授業を受ける」「自由な時間を取り，その中で授業

をつくる」という記述である。 

 本紀要の「総論」でも述べている通り，これからは学び

の「セルフ・マネジメント」*3が重要になる。生徒のこうした

記述は，学びをセルフ・マネジメントすることの重要性に

自らが気付き始めているというふうにも読める。 

 それと同時に，「人とたくさん交流したり」「仲間と話し

合って」「他の人と協力して」という記述も見られることか

ら，ただ自分で好き勝手に学びを進めていくというので

はなく，他者に開いた学びにしていく必要についても生

徒自身が言及している。 

 さらに重要なのは，「先生と生徒でしっかりとコミュニケ

ーションをとるようにして」という記述である。生徒同士の

学び合いは確かに重要であるが，それだけでは，確実

な知識・技能の定着が望めない場合があるであろう。そ

う考えると，生徒による学びのセルフ・マネジメントを，教

師がしっかりと支えることが，極めて重要な視点である。 

 

３．国語科を取り巻くこれからの学び 

 先に述べた「答申」等に見られる新たな教育の施策が

出される背景には，Society5.0 やＤＸ（デジタル・トランス

フォーメーション）という概念で表現されるような激動の

時代が，既に私たちの目の前に立ち現れてきている状

況がある。 

 そうした中で，国語という教科が担っていくべきものは

一体何であるのか。以下ではそこに触れていく。 

 

３．１．言葉の自覚的な使用 

 「答申」では，協働的な学びが，主体的・対話的で深

い学びの実現に向けた重要なファクターであるとされて

いる。ここでフォーカスしたいのが，「協働」というものが

基本的には「言葉」を介して行われるということである。 

 学習指導要領には「言葉についての見方・考え方」と

して「自分の思いや考えを深めるため、対象と言葉、言

葉と言葉の関係を、言葉の意味、働き、使い方等に着

目して捉え、その関係性を問い直して意味付けること」と

あるのだが，果たしてその真意は一体どこにあるのか。 

 前述の Society5.0 やＤＸの時代においては，言葉の

使い方にも大きな変化が伴うと捉えるべきである。したが

って，これまでの文字言語や音声言語の使用場面とは

明らかに異なる場面を想定しながら，学びを創造する必

要がある。 

 例えば，コロナ禍で必要に迫られてWeb会議やリモー

トワークが頻繁に行われるようになったが，そこで用いる

言葉や話合いの進め方（スキル）の指導はこれまでされ

てきたであろうか。十分でないとすれば，コロナ禍で勢

いを増したリモートでのやり取りに用いられる（振る舞い

をも含めた）言語活動について再考し，国語科の授業

実践につなげる必要があると考えられる。 

また，現代の Iot の世の中においては，ビッグデータ

と呼ばれる巨大なデータ（情報）群が既に存在している。

自ら表現したいことを構築するビッグデータの利活用は、

その目的を設定するところから始まり，目的に応じて分

析課題を設定し，必要となるデータを収集・蓄積し，分

析・見える化（利活用）するという流れである。このような

プロセスも言葉を介して行われるものであり，言葉によっ

てなされるビッグデータの連携により，社会に新たなソリ

ューションやイノベーションを生み出すことが期待される。 

このように，言葉の役割は今後劇的に変わっていくこ

とが予想される。その役割を逐次捉え直し，国語教育に

しっかりと位置付けていくことで，言葉を自覚的に用いる

ことのできる生徒を育てる必要があると考える。 

 

３．２．教室における「言葉」の学び 

 前項では，今後ますます言葉の役割が大きく変容し，

その都度言葉の教育としての国語科の文脈で捉え直す

必要があると述べた。その際にポイントとなるのは，いか

に現前の学びを自分と関係付けて（自分事として）捉え

させることができるか，ということである。 

 どれだけビッグデータの利活用が進もうと，AI が進歩

しようと，自ら表現したいこと（前述でいうと目的）を設定

するのは人間である。これを教室での営みに合わせると，

授業目標と自分なりの目標の共存・リンクが，これから求

められるものであると考えることができる。 

 また「自分なりの」という部分に目を向けると，国語の授

業において（例えば文学や説明文の読解において）幅

広い自己決定場面を設定することや，個（場合によって

グループ）に寄り添って逐次学びをフィードバックするこ

とが重要となる。 

それを実現するための具体的な手立てについては以

下に述べるが，いずれにしても，生徒の「やりたい」を尊

重しつつ，言葉の力を確実に身に付けさせること（言葉

を自覚的に使わせること）をねらいとし，教室における学

びをデザインしていく必要があると考える。 

 

４．目指す生徒像 

本校国語科では，以上の課題や求めを踏まえ，新し

い研究の目指す生徒像を以下のように設定した。 
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５．研究主題及び副題 

 これからの学びには「セルフ・マネジメント」が必要であ

ること，また学びが進行していく際には，「他者」として教

室内の仲間のみならず，教師の確実な関わりが必要で

あることを述べた。 

 以上のことから，本校国語科の最終年次研究の主題

と副題を以下のように設定した。 

 

 

 

 

６．研究の内容と方法 

本校の１年次研究においては，生徒の実態やこれか

らの時代の潮流を踏まえ，個別最適な学びと協働的な

学びを一体的に充実させ，「主体的・対話的で深い学

び」の実現に向けた授業改善が重要であると捉えてい

る。 

 なお，本校研究の「総論」にもある通り，１年次の研究

で特に重要視しているのは学びの「セルフ・マネジメント」

へのアプローチである。課題解決における学習者から

見た学びの有意味性は，主体的に学習に取り組むため

の基軸となるものであり，それがひいては各教科等にお

ける資質・能力の育成につながるものと考えられるため

である。 

「総論」掲げた「個別最適な学びと協働的な学び」の

図は以下である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別最適な学びと協働的な学の概念図  

この中で，本校国語科では，特に「学習の個性化」や

「指導の個別化」に焦点を当てて実践研究を進めること

とした。これらが，「４．」で示した目指す生徒の育成に向

かう上で重要であると考えたためである。 

 

６．１．「ゴール設定」から始まるプロジェクト型の学習

（MP学習） 

前次研究では，単元の学びの目的やビジョン（自己

課題）に基づいて構想や計画を立てながら各フェーズ

を辿って学びのゴールへ向かっていくという，プロジェク

ト型の学習を行った。*5 

新しい研究では，このプロジェクト型の学習を基盤と

しながら，生徒自身で計画を立て追究を行い課題の達

成を目指すという学びのセルフマネジメントの要素を取

り入れた単元づくりを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴール設定から始まるプロジェクト学習のイメージ図 

 まず，単元の初めにゴール（単元の課題）を設定する。

そしてそのゴールに向けてどのように学習することで課

題を達成できるか計画を立てる。 

次の段階として，追究活動を設定する。その際に行

われる学習形態は，教室全体での一斉学習であったり

個での学習であったりと，目的に応じて多種多様である。 

さらに，追究した内容を表現する活動を行う。この追

究活動と表現活動においては，他者との協働場面を取

り入れることで，より高い効果をねらうが，その詳細につ

いては後述する。 

このようにプロジェクトを進め，最後に課題達成後の

振り返りを充実させる。それぞれの生徒が初めに設定し

た学びのゴールに導かれ，自ら学びをマネジメントして

いくこのプロジェクトは，生徒一人ひとりにとってオリジナ

リティのあるものとなる。そのため，イメージ図のように個

別のプランが設定されることとなる。 

なお，この学習では発達段階に応じながらプランが

進行する道筋を狭めたり広げたりする必要があると考え

られる。また，追究活動を進めていく中で，計画通りにな

らない場合も当然考えられる。その際は適宜「計画の修

正」を行い，自己の学びを調整しながらプロジェクトを進

行させ，達成させたいと考える。 

言葉を自覚的に用い，多様な他者と関わる生徒の育成（１年次） 

～自分なりの目的意識をもち，読み書き等を行う方略の研究～ 

・自分なりの目的意識をもち，課題に取り組む（読み

書きをする）ことのできる生徒 

・課題解決の際に，既習事項（言葉）を柔軟に活用

できる生徒 
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６．２．ミーティングとカンファレンスの活用 

通常のグループ・ワークにおいては，基本的に学び

がその構成員に任されることになる。教師は机間指導を

行うものの，「グループの学びがいかに進行しているか」

ということに終始目がいきがちである。そうこうしているう

ちに，いわゆる「よくできる子」や「発言力のある子」から

立ち現れる同調圧力や正解主義によって学びが進んで

しまったり，意欲や自信の持てない子による「フリーライ

ド」*4が起こってしまったりする。 

「個別最適な学び」において「個」の学びを逃さないた

めには，生徒同士の学びの中に，教師が適切に関わり

サポートする必要がある。そこで本校国語科では，生徒

が共通のテーマで話合いを行うグループ・ワークに際し，

全てのグループに教師が参加することを提案したいと考

えている。それを「ミーティング」と呼ぶ。「ミーティング」

では，教師が積極的に知識を与える場合があるし，時

には司会役を教師が担い，全ての生徒の意見を引き出

す場合もある。どの生徒にもおしなべて同様の知識・技

能を獲得させ，それを思考・判断・表現へとつなげ，課

題解決に向かうことをねらいとしている。 

また，各所で行われている「ミーティング」は，テーマ

が一様ではなく，多様な側面をもっている。つまり，様々

な分野における専門家が教室内に生まれることになる。

その専門家が集まる打ち合わせのことを，本稿では「カ

ンファレンス」と呼ぶ。「カンファレンス」は，元々は医学

用語である。例えば，外科医・内科医・麻酔科医・看護

師・薬剤師など，様々な分野の専門家がカンファレンス

を行い，一人の患者の治療方針を決め，完治を目指す。

このシステムを流用し，生徒の学びを隙のないものにし

ていくことが「カンファレンス」のねらいである。 

 以下が，「ミーティング」と「カンファレンス」の概念図で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ミーティング」と「カンファレンス」の概念図 

 

７．実践と考察 

 本稿では，第１学年における「少年の日の思い出」を

軸とした実践（以下，実践Ａ）及び第２学年における「走

れメロス」を軸とした実践（以下，実践Ｂ）の２つを基に，

考察を進めていく。 

 

７．１．実践Ａにおける単元の構想 

本実践は，「私の日記を書く活動から「自分」の生き

方について考えよう～『少年の日の思い出』の読解を通

して」 と題して単元を構想した。指導事項は，読むこと

のイとオである。 

単元の学習に先駆けて，生徒の実態を調べたところ，

以下のような結果が得られた。 

項  目 割合(%) 

登場人物の心情や人物同士の関係を捉えることができる。 92.1 

細かい部分の描写に着目しながら，場面の展開や

心情の変化などについて捉えることができる。 
86.3 

作品から読み取った人物の言動や心情などを土台

に，「自分の生き方や考え方」についてはっきり

した考えをもちながら文学作品を読んでいる。 

76.4 

〔「とてもそう思う・ややそう思う・あまりそう思わない・そう思わない」の４

件法で，「とてもそう思う・ややそう思う」を数値として記している〕 

以上から，人物の心情や変化，場面の展開などを捉

えることはできているが，「自分の生き方や考え方」に発

展させ，はっきりした自分の考えをもちながら読むまで

に至っていない生徒もいることがわかった。 

本単元は，「少年の日の思い出」の読解を軸として構

成した。この教材は，「客」が幼少期の過ちを回顧しなが

ら，その内容を「僕」という視点で語る小説である。この

小説は不完全な額縁構造となっており，現在の場面は

「客」の友人である「私」という語り手が，回想シーンは

「客」の幼少期である「僕」が語り手となる。 

この小説は回想シーンで終わる。そのことに違和感を

もつ生徒も少なくはない。したがって，語り手である「私」

の立場から作品を捉えることで，現在の場面に戻らない

構造の意義について考えることに，深い学びが発生す

る可能性があると考えた。 

また，本単元は「日記を書く」という言語活動を中核に

据えているが，「私」の立場を通して日記を書きながら作

品を見つめなおす中で，「人とのかかわり方」「規範意識」

「思春期ならではの感情の揺れ」など，自分や他者の生

き方や考え方について深く考えさせたいと考えた。 

なお，単元は以下の９時間で構成している。 

時 学習内容 

１ 
○単元の課題（学習のゴール）を知る 

「私」の日記を書くことで，自分の生き方について考えよう  
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２ ○「僕」と「エーミール」の人物像を捉える 

３ ○最終場面の「僕」の心情を捉える                          

４ ○ヤママユガをとる「僕」の行動について考える 

５ ○語り手の役割について考える     

６ ○作品の構造について考える   

７・８ ○「私」の日記を書き交流・分析する 

９ ○まとめと振り返り（自分の生き方を考え，述べる）   

この単元のプロセスに，「６．１．」及び「６．２．」に挙げ

た具体的な研究の手立てを講じている。その詳細につ

いて以下に述べる。 

 

７．２．実践Ａにおける授業の実際 

前述のような生徒の実態や単元の特性を踏まえて行

った実践Ａの授業の実際を以下に述べる。 

 

７．２．１．「ゴール設定」から始まるプロジェクト型の学

習活動の実際 

本単元は，プロジェクト学習の特徴やセオリーに基づ

いて構成している。今回は，「自分の生き方や考え方に

ついて，作品の読解を生かして考える」という学習のゴ

ールを設定した。具体的には，「語り手の日記」を書くと

いう言語活動を取り入れた。語り手として日記を書くわけ

であるが，少なからずそこには学習者自身の生き方や

考え方が反映される。日記に表れた自分の考えをメタ

認知的に振り返ることで，自分の生き方や考え方をより

確かなものにしていく学習になると考えた。 

本実践では，以下のようなプロジェクトシートを用いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

本単元で用いたプロジェクトシート 

１時間目に全体像をとらえ，学習の計画を立て，「探

究」「まとめ・表現」のフェーズへと向かった。 

生徒自身がゴールや学習すべきことを逐次確認しつ

つプロジェクトを進め，最後に振り返りを記入する仕組

みとなっているため，学習者は見通しをもって学習でき

ると考えた。 

このプロジェクト学習における結果と考察は「７．３．」

以降で述べていく。 

 

７．２．２．ミーティングとカンファレンス 

この方策の詳細は，第２学年の「実践Ｂ」で述べてい

るが，第１学年という発達段階を考えると，本稿で企図し

ているミーティングとカンファレンスを行うことは難しいと

考えた。そのため，これらの方策に代わるものとして，意

見の交流を多く取り入れていく機会を多く設けた。以下

は，本単元で行った話合い場面の例である。 

 

 

 

 

 

 

 

各時間における話合い場面の例 

このように，単元を通して少人数での話合い活動を行

い，自分の考えを形成し，表現する機会を設けた。 

 

７．３．実践Ａにおける結果と考察 

本実践で講じた２つの手立てを述べてきたが，それ

ぞれの視点から本実践の結果と考察を行う。 

 

７．３．１．「ゴール設定」から始まるプロジェクト型の学

習活動の視点から 

本実践における大きな手立てとして行ったプロジェク

ト型の学習であるが，生徒からは以下のデータを得た。 

 

【問Ａ：この作品を読むことを通して生き方についての考えを

明確にすることができた。】 

 

 

 

 

 

 

 

とてもそう思う 

ややそう思う 

あまりそう思わない 
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【問Ｂ：「自分の生き方を考える」というゴールを単元の授業中

に意識しながら学習を進めることができた。】 

 

 

 

 

 

 

 

問Ａより，作品を自分なりに読み解くことで自分の生き

方に関する考えを明確にすることができた学習者がほと

んどであった。学習前の実態より 20％近く肯定的な回

答をした学習者が増えている。この点から単元の目標を

達成できたといえる。 

問Ｂにおいても，プロジェクトの流れを意識しながら単

元の学びを進められた学習者が多かったが，「とてもそ

う思う」は約４分の１にとどまり，「あまりそう思わない」と回

答した学習者も，少数ではあるが見られた。単元の中で，

プロジェクトシートを１単位時間ごとに確認したわけでも

なく，確認させる声かけを行ったわけでもなかった。まだ

自らの学びをマネジメントする能力は足りていない学習

者が多いところに課題がありそうである。 

今後は，自らで課題を設定し，そのために必要な読

み方を精査し取り組んでいくなどの授業を取り入れるこ

とが重要なのではないかと考える。 

 

【問Ｃ：「私」の立場から日記を書く活動は，自分の生き方を考

えることにふさわしい活動だったと思うか。】 

 

 

 

 

 

 

 

【問Ⅾ：人物像の読み取り，「僕」の心情の読み取り，語り手の

役割や構造の効果を考えた後に日記を書くという行為は「自

分の生き方を考える」ことに役立ったか。】 

 

 

 

 

 

 

 

 今回は語り手の立場から日記を書くことで，その日記

に学習者の生き方や考え方が表れるのではないかと考

え単元を構成した。問Ｃ，問Ｄよりゴールを見据えた単

元構成がなされたといえる。 

課題として考えたのは，作品から自分の生き方につ

いて考えた場面である。以下は第９時の「作品から考え

た自分の生き方や考え方について述べる授業」におけ

る学習者のスピーチ原稿である。 

 

 

 

 

 

 

 

生徒Ａの「自分の生き方」スピーチ原稿 

 

 

 

 

 

 

 

生徒Ｂの「自分の生き方」スピーチ原稿 

指導者は，「私」の日記を書くことでそこに生き方が表

れてくると考えていたが，生徒Ａのように日記から生き方

を見出した者はそう多くみられなかった。生徒Ｂのように

第４時（僕の行動は本当に盗みといえるのか）の授業を

軸に生き方を考えていたり，第６時（語り手の役割）の授

業を軸に文学の読み方に着眼して今後の生き方をまと

めたりする生徒もいた。多様なまとめになったことはよか

ったが，授業者の予想と反して日記での記述を軸にす

る学習者が少なかった。中心の活動である日記とのつ

ながりが希薄になってしまったことに課題を感じる。より

自分の考え方が表れるように日記を書かせること，日記

を丁寧に読み返し自らの生き方や考えを分析することな

ど，複数の段階で課題があったといえる。また，学習者

の考え方や生き方を表出させる言語活動として日記の

執筆が最も有効であるか，という点についても検討する

必要があると感じた。 

 

７．３．２．「ミーティング」と「カンファレンス」の視点から 

前述の通り，本プロジェクトではさまざまな場面におい

て自分の考えを形成しそれを表出する場面を設けた。

以下は数名のプロジェクトシートの記述である。 

とてもそう思う 

ややそう思う 

とてもそう思う 

ややそう思う 

私のテーマは，「これからの他人との接し方」です。前回の授業
で日記を書いた時にもらったコメントを見て，今の私の他人との接
し方について「友達や仲の良い人がなにか間違ったことをしても，

それを反省したのであれば友達を信じる」ところがあるのではない
かという分析をしました。このコメントを貰ったときに，無意識だっ
たけれど，思い返してみれば確かに似たようなことを何度かして

いるなと思いました。 
 また，コメントで「相手に寄り添ってあげるような優しいところ」が
あると言われたときには，頼まれたことをやってるだけのことがほと

んどだから自覚がありませんでした。これからも当たり前のように
相手に寄り添えるようになれたら良いなと思います。 

私がこの作品を通して考えた価値観は他者への接し方です。
（中略）この作品の中で僕がヤママユガを盗ったとき，エーミール
は「そうか，そうか，つまり君はそんなやつだったんだな」と失望

し，その後僕がどんなに謝っても許しはしませんでしたね。（中
略）ここでのエーミールの態度はその後の僕の人格や思い出を
変えました。もし，ここでエーミールが僕にこんな態度ではなく違う

言葉，例えば許すような言葉をかけていたら，僕はこんなふうに今
も教訓として心に残らなかったかもしれません。このように自分の
話した言葉や態度が他の人に影響するのかもしれないと考えた

ため，これからは発言する前によく考えたいと思いました。 
 

あまりそう思わない 

とてもそう思う 

ややそう思う 

あまりそう思わない 
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この学習者のシートを見ると，他者と交流することで

多様な読みを獲得できた様子がわかる。また多面的に

読む姿勢をもち学習を進めていることも見て取れる。そ

の結果，自分と違う意見をもつ生徒の考えの傾向を自

分なりに見い出すことができ，充実した学習活動になっ

たといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この学習者は他者の考えを取り入れることで自分の

考えを深め，足りないものを補いながら学習を進める手

立てとして交流を生かしている。これはセルフ・マネジメ

ントにあたる部分であり，話合い活動を効果的に学習に

組み込んでいるといえる。ただ，この学習者のように，他

者との交流に頼ってしまう学習者が一定数見られたこと

は確かである。発話としてよりよく表現するには「考えの

形成」が重要である。課題に対して丁寧に考え，それを

わかりやすく相手に表現する準備を授業時間内に的確

に設定する必要があるといえそうである。 

今年度の第１学年では，１年間を通して話合い活動

を多く取り入れた。生徒同士のミーティングやカンファレ

ンスにつなげるための表現力や多様性を認める環境づ

くりなど，土台となる部分をつくることができたと考える。 

 

７．４．実践Ｂにおける単元の構想 

本実践は，「空白を補い，人として生きることについて

考えよう～『走れメロス』の読解を通して」と題して単元を

構想した。指導事項は，読むことのアとオである。 

単元の学習に先駆けて，生徒の実態を調べたところ，

以下の結果が得られた。 

項  目 割合(%) 

登場人物の設定をすぐに理解し、読みを進めることができる 87.1 

人称の違いに着目し、人物の心情や言動の変化を

表すうえでの効果を捉えることができる 
89.4 

文学作品の根底に流れているテーマを、自分の人

生に引きつけて考えることができる 
58.8 

他の作品との関係で読みを深めることができる 73.0 

〔「とてもそう思う・ややそう思う・あまりそう思わない・そう思わない」の４

件法で，「とてもそう思う・ややそう思う」を数値として記している〕 

以上から，本校第２学年の生徒は，文章と出会って

すぐ登場人物の設定等を理解し，スムーズに読み進め

ることができると認識している生徒が多いのがわかる。ま

た，これまでの学習で，語りの人称等に着目して読む技

能も概ね身に付いていそうである。 

その一方で，３つめの項目のパーセンテージが低い

ことから，作品の読みが脆弱で表層的なものにとどまっ

ているため，作品自体に埋め込まれたテーマを掘り出し，

そこから自らの考えを広げ深めることが課題であると捉

えることができる。 

 本単元は，主に「走れメロス」の読解を主軸に，「人とし

ていかに生きるか」ということについて自らの考えを形成

することをねらいとした。「走れメロス」は，登場人物の内

面の揺れや葛藤，苦悩の描写を時間の経過とともに読

み進めていくと，様々な視点から読み深めることができ

る。王ディオニスの人間的苦悩，正義感あふれるメロス

の心の中にひそむ人間の脆さ。さらにストーリーの展開

とともに変容していく人間像と場面ごとの仕掛けなどから，

生徒一人一人の着眼点をもとに多様な読みが交錯する

作品である。それに加え，シラーの『人質』や太宰の他

の作品と関係付けて読むことで，自分の考えを広げたり

深めたりすることも可能である。 

この作品の読解にあたり，本単元では「王の視点から

物語の空白を補い，人として生きることについて考える」

という単元の学習課題を通して作品のテーマに迫り，意

図的に自分の考えを広げ深めることができるようにした

いと考えた（ちなみに，作品の「空白」とは，メロスが王城

を出たところから戻ってくるところまでの部分である）。 

なお，単元は以下の１０時間で構成している。 

時 学習内容 

１ 

○作品の一読 

○単元の課題（学習のゴール）を知る 

空白を補い，人として生きることについて考えよう  

２ ○場面設定の確認と人物相関図の描出 

３ ○各々の人物像を捉える                          

４ ○王の人物像を捉える      

５ ○シラー『人質』，太宰『人間失格』を読む       

６・７ ○テーマ別のミーティング・カンファレンス    

８・９ ○物語の空白を創作する 

10 ○まとめと振り返り（人として生きるとは）   

 この単元のプロセスに，「６．１．」及び「６．２．」に挙げ

た具体的な研究の手立てを講じている。その詳細につ

いて以下に述べる。 
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７．５．実践Ｂにおける授業の実際 

 前述のような生徒の実態や単元の特性を踏まえて行

った実践Ｂの授業の実際を以下に述べる。 

 

７．５．１．「ゴール設定」から始まるプロジェクト型の学

習活動の実際 

 本単元は，基本的に一つのプロジェクトとして進めた。

このプロジェクトの最初にゴールを設定し，それを明確

化することによって，全員が進むべき方向を明らかにし

た。そのゴールというのが，単元の１時間目に記した「空

白を補い，人として生きることについて考える」というもの

である（以下，研究の趣旨を踏まえて，単元を「プロジェ

クト」と呼ぶ）。 

 

 

 

 

 

プロジェクト進行のイメージ 

 以上のように，本プロジェクトにおいては，①ゴール設

定の他に②計画・追究③まとめ・表現というフェーズをそ

れぞれ設定している。こうすることで，個々に学びの目

的意識を強くもたせることができると考えたためである。 

 ②のフェーズでは，プロジェクト全体を俯瞰し見通しを

立てたり，自らの興味・関心や必要感等にしたがって課

題を選択したりすることができる。なお，本プロジェクトで

は，以下の「プロジェクトシート」を用いて，全体像を可

視化した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際に用いたプロジェクトシート（上半分） 

 このシートを用いると，「プロジェクトのゴールが何で，

そのために自分が取り組むべき課題が何で，そのため

に学習する必要があることは何か」ということを俯瞰する

ことができると考えた。なお，このシートはプロジェクトの

進行とともに適宜更新されていき，最後に振り返りが記

される仕組みになっている。 

 こうしてゴール設定から振り返りまでのプロジェクトを可

視化することがどのような結果をもたらしたかということに

ついては，「７．６．」以降に述べ，考察を加えていく。 

 

７．５．２．「ミーティング」と「カンファレンス」 

 「ミーティング」と「カンファレンス」の詳細については「６．

２．」に述べた通りである。本プロジェクトにおいては，以

下の４つの選択課題を用意し，同じ課題を選んだ生徒

同士がミーティングを行い，追究することとした。 

 

 

 

 

 

なお，これも前述の通りであるが，全てのミーティング

には教師も参加している。これは，「読みの方略を教え

る」という類のものではなく，「教師の適切な介入によっ

て，生徒の学びを後押しする」という質のものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本実践における「ミーティング」概念図 

 例えば，「Ａ．主な登場人物の人物像」という課題を選

択した生徒ア～ウ及び教師が追究活動を進める場合，

単に人物像が明らかになればいいわけではない。あくま

で「信実とは」というエキスパート課題にしたがって，追

究が進んでいく。それを下支えするのが教師である。 

 またその際，追究の方向にずれが生じてしまわないよ

う，また読みの苦手な生徒が置き去り（フリーライダー）

にならないよう，教師が適切に介入する。その介入の結

果については「７．６．」に述べる。 

 そして，ミーティングが終わり次第，今度はカンファレ

ンスを行った。 

 

エキスパート課題：信実とは 

Ａ．主な登場人物の人物像 

Ｂ．細かな描写や語りの仕組み 

Ｃ．シラーの『人質』 

Ｄ．時代背景や太宰の他の作品 
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エキスパート課題に取り組むカンファレンス 

この図のように，前述のＡ～Ｄの課題を追究した生徒

が専門家となり，その生徒たちが集まって，作品をさら

に多面的に捉えていく。 

このように，「ミーティング→カンファレンス」という流れ

で学習を進めることで，本プロジェクトのゴールである

「空白を補い，人として生きることについて考える」という

学習課題に肉迫できると考えた。 

 

７．６．実践Ｂにおける結果と考察 

 本実践で講じた２つの手立てを述べてきたが，それぞ

れの視点から本実践の結果と考察を行う。 

 

７．６．１．「ゴール設定」から始まるプロジェクト型の学

習活動の視点から 

 前述の通り，本プロジェクトは，最初にゴールを設定し，

しかる後に学びの全体像を明確にするよう試みた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒が記述したプロジェクトシート（前半） 

この生徒に関しては，Ｄの課題を選択し，学習を進めた。

計画の段階では主に時代背景に着目して読むことを想

定しているが，まとめ・表現①では，エキスパート課題で

ある「信実とは」について考える際に，「時代背景・太宰

自身の経験・作品」の３つの関連を捉えることが必要で

あると考えるに至った。そして「Another Story」を執筆す

ることを通して，漢語表現への理解を深めたり，人称や

オノマトペに関する知識・技能を概念的知識へと昇華さ

せたりして，自在に表現できるようになったと自己分析し

ている。そして「Another Story」を執筆することを通して，

漢語表現への理解を深めたり，人称やオノマトペに関

する知識・技能を概念的知識へと昇華させたりして，自

在に表現できるようになったと自己分析している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒が記述したプロジェクトシート（後半） 

その様子が，「自己評価」の部分を見ると子細に読み取

れる。 

 本稿では，紙幅の関係で一人の生徒の記述を分析す

るに留めるが，多くの生徒のプロジェクトシートから，本

プロジェクトを通じて知識・技能（事実的知識）を必要に

応じて獲得し，それらを構造化して概念的知識へと昇

華させ，自在に表現できるようになった様子を見て取る

ことができた。 

このように，プロジェクト型の学習を設計し，「ゴール

→計画・追究→まとめ・表現」という各フェーズを可視化

して進めた活動に際し，「ゴールを先に設定した（示した）

こと」について，生徒は以下のような感触を抱いたようで

ある。 

【問：単元のはじめに「Another Story を執筆する」という学習

課題を知ることは有効だと思う】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 単元のゴールを設定することは，ある意味では当然の

ことなのかもしれない。しかしながら，先にも述べた通り，

ややそう思う 

とてもそう思う 

あまりそう思わない 
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今回設定したのは単元のゴールのみならず，プロジェク

トの学習のフェーズ（振り返りを含め）全体である。つまり，

単にゴールを知るだけでなく，ゴールに行き着くまでの

「自分の学習の」道のり（選択課題）を確認し，追究のた

めの手立て（ミーティング・カンファレンス）を確認する。   

こうして単元の全体像を俯瞰した上での「Another 

Story の執筆」であったため，95.4％もの「有効である」

との見解が得られたのではないかと考える。 

 

７．６．２．「ミーティング」と「カンファレンス」の視点から 

 本実践における大きな手立ては「ミーティング」と「カン

ファレンス」である。教師側としては，一定の成果を感じ

ているが，一方で生徒からは以下のデータを得ている。 

【問Ａ：ミーティングでは，自分が追究したことを他者に伝える

ことができた】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問Ｂ：ミーティングでは，他者が調べた内容を参考にして，学

びを深めることができた】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この問Ａと問Ｂを並べてみると，どちらも高い割合でミ

ーティングの効果を感じている一方で，問Ａの方が「あ

まりそう思わない」「そう思わない」の数値が高い。このこ

とから，個人で追究したことを他者へ発信することが課

題となっていることがわかる。 

 以上のことから，「他者との協働」の際に，フリーライダ

ーにならず，追究した内容を進んで発信できる生徒を

育てることが重要であるといえよう。 

 なお，「７．５．２．」でミーティングへの教師の介入につ

いて述べたが，その効果についてのデータでは，およ

そ 93.1％の生徒が「ミーティングに先生が参加すること

はいいことだ」としており，これに関する記述式のアンケ

ートには以下のようなものが見られた。 

 

 

 

 

 

 

 これらの意見を眺めると，教師がミーティングに介入す

ることが，（やり方によっては）生徒の学びの一助となるこ

とがわかった。 

 続いてカンファレンスについてである。これについては，

以下のデータを得ている。 

【問Ａ：カンファレンスで他のチームが追究したことを知ること

は，自分の学びを広げたと思う】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

これについては，実に 95.4％の生徒が「とてもそう思う」

「ややそう思う」と回答している。さらに，カンファレンスに

対する生徒の記述については，例えば以下のようなも

のがあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回は物語教材を軸とした言語活動であったため，

「様々な視点で物語を捉えることができた」という種類の

意見が多かった。その中でいくつか出てきたのが，「自

分の考えが客観的なものであるかどうかが点検できた」

というものである。これは，国語科における他の領域の

・自分じゃうまく言葉に言い表せなかったことも同じ

仲間や先生が言葉をまとめてくれたりするので、状

況整理ができると思います。 

・ミーティングでは、（中略）先生がいらっしゃること

によって、学習の幅が広がりました。 

とてもそう思う 

ややそう思う 

あまりそう思わない 

そう思わない 

・自分が調べてきていないものについても交流する

ことができて、色々な側面から物語を捉えることが

できます。また、他のところを調べた人との交流

で、自分の調べたこととのつながりや、他の知識と

のつながりを考えることができます。 

・追究課題が異なる人からの情報を聞くことで、自

分の考えが客観的なものかを見直すことができる

効果があると思う。 

・「走れメロス」の作品を多角的な視点で見られて、

より走れメロスが面白い物語になると思いました。 

とてもそう思う 

ややそう思う 

あまりそう思わない 

そう思わない 

とてもそう思う 

ややそう思う 

あまりそう思わない 
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学習に生かされるものであるし，ひいては他の教科等に

おいても期待される学びの姿であるといえよう。 

 

８．今年次研究の成果と課題 

 本校国語科における新たな研究では，主題を「言葉を

自覚的に用い，多様な他者と関わる生徒の育成」として

実践を行ってきた。先にも述べた通り，「言葉を自覚的

に用い」るというのは，言葉の見方・考え方を働かせた

国語科の学びの本質的な在り方であり，今後もより具体

的に実践研究を進めていく必要があると考えている。 

 一方，本稿では副題を「自分なりの目的意識をもち，

読み書き等を行う方略の研究」とした１年次の研究をメイ

ンに述べてきた。以下では，主にその１年次研究の成

果と，それをうけた今後の展望について考えていく。 

 

８．１．研究の成果 

 １年次研究の副題にある「自分なりの目的意識をもち」

という部分については，実践Ａにおける「『少年の日の

思い出』において私の日記を書く」という言語活動，そし

て実践Ｂにおける「『走れメロス』の Another Story を書く」

という言語活動をゴールとしたプロジェクトを組み，その

プロジェクトの全体像をはじめに示すことで，学びの目

的意識をもたせようと試みた。 

 これについては，例えば「７．６．１．」（実践Ｂ）でも述べ

た通り，一定の成果が出たと思われる。さらに，この「目

的意識」に関する生徒の感触としては以下のようなもの

がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 様々な意見があったが，本研究との関連でいうと，とり

わけ「それを書くためには様々な描写から背景を考える

ことが大切になってくる」という記述が重要であると考え

る。実践Ｂでは「Another Story の執筆」という目的に導

かれてプロジェクトが展開していくが，それに付随する

要素として「描写から背景を考える」必然性が生まれ，そ

れを生徒が実感している。そのことこそが，「学びのため

の学び」ではなく，目的意識をもった学びの姿なのでは

なかろうか。 

 このことは最後の生徒の記述「効率的な復習方法だ」

にも見て取れる。この生徒が「効率的」と述べたのは，学

びが脱文脈的でない（文脈依存である）がゆえ，「学ぼう

として学ぶ」のではなく「自然と学びが発生する」という実

感を得ているということに他ならない。 

 また，実践Ｂにおいては，個人の興味関心に応じて学

習課題をＡ～Ｄより選択し，追究を行った。そのことにつ

いて，生徒からは以下のような見解が得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

指導者側からすると，「みんなと同じ学習を画一的に

行わないことに対する不安」のようなものが一定の割合

で表出することを想定（懸念）していたが，そうした記述

は一切見られなかった。これは，「ミーティング」と「カン

ファレンス」の学習が担保され，それが生徒の安心感に

つながっていたとも考えることができそうである。 

 ただ，気を付けなくてはならないのが，最後の生徒の

記述にある「課題によっては」という言葉である。課題を

選ばせる際には，個々の課題の精選，または課題同士

混ざり合った時の学習効果，生徒の興味関心の幅，追

究する価値…等々，考えるべきことは多い。これを間違

うと，生徒の学びの質が一気に下がることも肝に銘じて

おく必要がありそうである。 

 

８．２．今年次研究の課題と今後の展望 

 ここまで，１年次研究の成果について述べてきたが，２

年次以降の課題と展望についても触れておく。 

 本校研究の総論にも述べている通り，本校の１年次で

は，各教科等において学習の個性化の一側面として

「学びのセルフ・マネジメント」について実践研究を進め

・とても楽しく最後まで学習を進めることができたと

思っています。Another Story を執筆したときにも、

他の人の意見なども踏まえつつ、楽しみながら学

習を深めることができたのではないかと思います。 

・新しい取り組みで、それを書くためには様々な描

写から背景を考えることが大切になってくるため、

内容を理解することに繋がり良いと思った 

・このように自分で物語を作成するということは、物

語全般をしっかり理解している必要があるので、自

分の理解度をはかることができ、しかも楽しいとい

う、効率的な復習方法だと思う。 

・自分の興味、関心がある物事について特に重点

を置いて調べることができ、その分野の専門家に

苦なくなることができるため、とても良い取り組みだ

と思います。 

・全員共通の課題ではなく、個性に合った学習方法

になっているので、全員が独自の解釈で学習を進

められてよかったです。 

・私は、自分の興味のあることを選択することは、興

味のないものを共通してやるより力を伸ばすのに

つながると思うから、非常にいいなとおもった。 

・自分で課題に沿って必要なことを自分なりにまと

めることができるので、課題によっては良い手法だ

と思う 
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てきた。国語科においても，１年次は生徒の「個」に注目

し，プロジェクト型の学習活動を設計した。 

 その「個性化」の一方で，置き去りにしてはならないの

が「協働」という側面である。本稿で述べてきた「ミーティ

ング」と「カンファレンス」という方略にも，この「協働」の

要素は含まれている。それは生徒の以下の記述からも

垣間見える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前半の３つの記述は「交流によって助けられた」という

ような内容であり，後半の２つの記述は非認知的な要素

に関する内容であるように見える。 

 これはこれで一つの成果なのであろうが，これらを「協

働」という軸で考えた時，若干物足りなさを感じる。仔細

に触れるのは２年次研究に譲るが，「協働」というのは，

そもそも学びの軸を設定する力であり（問いの設定・課

題の設定・概念の把握等），より大きく重たい車輪を回

す力であり，新たな車輪を設定し学び続ける力である*6。 

 そうして考えると，今回の「ミーティング」と「カンファレ

ンス」は，あくまでプロジェクトに位置付けられた，目的

達成のための一手段であり，「協働」と呼べる質のもので

はないのかもしれない。 

 個別最適な学びと両輪を成すものとしての「協働的な

学び」を創出する際には，より大きな力を生み出すもの

として，確実に学習活動に位置付けていく必要があると

思われる。 

 今後は，今回一定の成果を収めることができた「学び

の目的意識」や「学習の個性化」の要素に加え，「協働」

についてより強固な理論の基で実践を組み立て，より大

きく重たい学びの車輪を回すことのできる生徒の育成を

目指したいと考える。 

 

_________________________________________________________ 

注釈 

*1 「教育科学 国語教育（2022.1）」.明治図書.p12 

*2 プロジェクト学習の理論と手法については，鈴木敏恵

（2012）『課題解決力と論理的思考力が身に付くプロジェクト

学習の基本と手法』に基づいている。本校における実践の

詳細については，北海道教育大学附属旭川中学校.「研究

紀要（69）」の「国語編」に述べている。 

*3 本校研究紀要の「総論」に詳細を述べている。 

*4 いわゆる「ただ乗り」。自らの考えをもたずに話合いに参加

し，人の意見をそのまま自分の意見としてしまう行為のことを，

本稿では「フリーライド」と呼ぶ。 

*5 プロジェクト型の学習の構造については，その詳細を北海

道教育大学附属旭川中学校.「研究紀要（69）」の「国語編」

に述べている。 

*6 この「協働」の捉え方は，藤原さと（2023）による。 
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・他の人と交流することによって、質の高い学びに

つながると思うので、いいことだと思います。 

・見落としていた所や発想を豊かにしてくれる。 

・他者の意見も取り入れながら自分の考えを深める

ことができる。 

・人の意見を快く受け入れることで寛容な心を育む

ことができる。 

・自分の意見と他人の意見を比べて考えたり、交流

したりするときの対話能力などの力を養える。 

 


